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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
も
う
一
人
の
自
分

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
８
７
１
Ｉ

【
作
者
名
】

　
Ｋ
Ｉ
Ｄ

【
あ
ら
す
じ
】

　
暗
い
部
屋
の
中
に
、
彼
は
一
人
で
居
た
。
身
動
き
が
取
れ
ず
、
約
一
年
間
密

か
に
生
き
て
い
た
も
う
一
人
の
自
分
。
そ
こ
で
彼
が
待
ち
望
ん
で
い
る
の
は
『

こ
こ
か
ら
消
え
ら
れ
る
』
と
い
う
希
望
・
・
・
。
だ
が
・
・
・
、
そ
れ
は
本
当

に
望
ん
で
よ
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
？
自
分
と
同
じ
立
場
の
幼
い
少
年
の
話
を

聞
い
て
、
白
い
怪
盗
は
わ
ず
か
な
時
間
の
中
、
悩
み
続
け
る
・
・
・
。
自
分
の

中
に
潜
む
も
う
一
人
の
自
分
の
話
を
、
今
回
は
短
編
で
書
き
ま
し
た
。
登
場
人

物
は
キ
ッ
ド
と
コ
ナ
ン
で
す
が
、
中
心
は
キ
ッ
ド
で
す
。
興
味
が
あ
っ
た
ら
読

ん
で
く
だ
さ
い
。



2

（
前
書
き
）

二
回
目
の
短
編
で
す
の
で
、
何
か
と
失
敗
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

（
ち
な
み
に
、
こ
ち
ら
も
学
校
に
行
く
途
中
で
思
い
つ
き
ま
し
た
・
・
・
。
）
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暗
く
ほ
ぼ
何
も
な
い
部
屋
に
、
私
は
一
人
、
息
を
潜
め
て
い
た
。

周
り
は
見
渡
す
限
り
埃
ま
み
れ
で
、
私
の
自
慢
の
白
い
衣
装
も
、
も
う
ほ
と
ん

ど
汚
れ
切
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

一
体
ど
れ
く
ら
い
・
・
・
、
私
は
こ
こ
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
・
・

・
。

ふ
っ
と
気
が
付
け
ば
、
も
う
数
え
切
れ
な
い
く
ら
い
の
時
間
・
・
・
、
こ
こ
に

い
た
。

私
の
両
手
や
両
足
、
首
元
に
は
、
か
な
り
長
め
の
鎖
の
付
い
た
枷
が
掛
け
ら
れ

て
い
る
。

そ
れ
も
、
よ
く
耳
に
す
る
手
錠
と
は
全
く
違
い
、
か
な
り
頑
丈
な
モ
ノ
・
・
・
。

そ
の
為
、
私
は
こ
の
場
か
ら
身
動
き
を
取
る
事
が
一
切
出
来
な
い
。

だ
か
ら
い
つ
も
・
・
・
、
私
は
下
を
向
い
た
ま
ま
、
ま
る
で
死
ん
で
し
ま
っ
た

人
の
よ
う
に
動
か
な
い
の
だ
。

と
言
う
よ
り
も
、
そ
も
そ
も
動
く
気
に
な
れ
な
い
・
・
・
。

枷
を
自
分
で
外
す
こ
と
が
出
来
た
ら
・
・
・
、
私
は
ど
れ
ほ
ど
嬉
し
い
だ
ろ
う

コ
イ
ツ

か
・
・
・
。

そ
ん
な
叶
わ
な
い
夢
を
、
私
は
時
々
望
ん
で
し
ま
う
。

希
望

丁
度
私
の
近
く
の
壁
に
、
そ
の
枷
を
開
け
る
カ
ギ
が
吊
る
し
て
あ
っ
た
。

が
・
・
・
、
と
て
も
こ
の
状
態
で
、
カ
ギ
の
あ
る
方
に
動
け
る
は
ず
が
な
い
。
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勿
論
・
・
・
、
手
だ
っ
て
届
か
な
い
・
・
・
。

そ
れ
に
・
・
・
、
そ
の
カ
ギ
を
手
に
取
っ
て
こ
の
枷
を
外
せ
る
人
物
は
、
私
に

対
し
て
た
っ
た
一
人
だ
け
・
・
・
。

・
・
・
・
・

そ
の
た
っ
た
一
人
の
人
物
が
、
か
れ
こ
れ
一
年
近
く
、
枷
の
カ
ギ
を
外
し
に
来

て
い
な
い
の
だ
。

だ
か
ら
・
・
・
、
私
に
は
分
か
る
・
・
・
。

も
う
こ
こ
に
は
来
な
い
の
だ
、
と
・
・
・
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

「
フ
・
・
・
。
ど
う
せ
外
す
事
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
・
・
・
、
早
く
私
の
事
を

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

忘
れ
れ
ば
い
い
の
に
・
・
・
」

い
や
・
・
・
。

ど
う
せ
な
ら
・
・
・
、
忘
れ
て
し
ま
っ
て
ほ
し
い
・
・
・
。

こ
こ
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
事
が
、
今
の
私
に
は
一
番
辛
く
・
・
・
、
そ
し

て
・
・
・
、
一
番
苦
し
い
・
・
・
。

私
の
い
る
こ
の
場
所
の
名
は
『
も
う
一
人
の
自
分
の
墓
場
』
・
・
・
。

分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
自
分
の
中
に
住
み
着
い
て
い
る
も
う
一
人
の
自
分
を

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

捨
て
る
。

・
・
・

ま
た
は
閉
じ
込
め
る
場
所
だ
。

・
・
・
・
・
・
・
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そ
し
て
こ
こ
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
者
は
、
そ
の
者
達
を
作
り
出
し
た
人
物
自
身

の
判
断
で
、
最
終
的
に
は
消
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
ま
ま
残
り
続
け
る
か

の
ど
ち
ら
か
に
決
ま
る
。

残
り
続
け
る
場
合
は
、
私
の
様
に
体
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
枷
を
付
け
ら
れ
、
身

動
き
が
取
れ
な
い
よ
う
に
さ
れ
る
。

消
さ
れ
る
場
合
は
、
彼
ら
を
作
っ
た
人
物
が
『
も
う
思
い
出
し
た
く
な
い
』
ま

た
は
『
も
う
〇
〇
に
は
な
ら
な
い
』
と
強
く
そ
う
思
っ
た
と
同
時
に
枷
が
外
れ
、

一
時
的
に
自
由
に
な
っ
て
か
ら
消
え
る
。

今
の
私
が
望
ん
で
い
る
の
は
、
そ
の
消
さ
れ
る
方
だ
・
・
・
。

大
概
、
そ
う
言
っ
た
者
達
の
半
数
は
空
想
の
様
な
も
の
で
、
実
体
を
持
つ
事
は

な
い
が
、
時
々
そ
の
例
外
が
存
在
す
る
事
が
あ
る
。

そ
の
一
人
が
、
私
の
よ
う
な
者
だ
。

普
段
は
た
だ
、
同
じ
学
校
の
同
級
生
達
と
ふ
ざ
け
合
っ
て
い
る
高
校
生
だ
が
、

一
度
仕
事
と
な
る
と
、
白
い
衣
装
を
身
に
纏
っ
た
、
キ
ザ
な
怪
盗
に
な
る
。

こ
こ
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
私
は
、
そ
の
怪
盗
の
時
の
姿
・
・
・
。

そ
う
・
・
・
。

例
外
と
は
、
言
わ
ば
『
二
重
人
格
』
の
よ
う
な
者
の
事
で
あ
る
。

私
の
場
合
は
、
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
彼
が
本
当
の
姿
・
・
・
。

だ
か
ら
、
私
は
こ
こ
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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彼
が
私
に
な
っ
た
の
は
、
尊
敬
し
て
い
た
父
親
の
仇
打
ち
を
す
る
た
め
・
・
・
。

そ
れ
が
達
成
で
き
て
か
ら
、
か
れ
こ
れ
一
年
は
経
つ
・
・
・
。

も
う
彼
が
怪
盗
に
な
る
必
要
が
な
い
と
い
う
の
に
、
私
が
ま
だ
こ
こ
に
い
る
理

由
は
た
だ
一
つ
・
・
・
。

彼
が
私
の
存
在
を
、
未
だ
に
脳
裏
か
ら
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い
か
ら
・
・
・
。

ま
だ
多
少
の
心
残
り
が
、
彼
の
中
に
あ
る
か
ら
だ
・
・
・
。

そ
れ
さ
え
捨
て
ら
れ
れ
ば
、
私
は
こ
の
場
所
か
ら
出
ら
れ
る
の
に
・
・
・
。

一
時
的
に
自
由
に
な
っ
て
、
こ
の
世
か
ら
も
・
・
・
。

そ
し
て
、
こ
の
場
所
か
ら
も
消
え
ら
れ
る
の
に
・
・
・
。

私
の
両
手
首
は
、
こ
の
枷
を
外
そ
う
と
暴
れ
た
せ
い
で
、
濃
い
色
の
痣
が
出
来

て
い
る
。

枷
が
付
け
ら
れ
て
い
る
理
由
は
、
も
う
一
人
の
自
分
で
あ
る
私
達
が
、
下
手
な

事
で
暴
走
し
な
い
た
め
・
・
・
。

言
わ
ば
普
通
の
人
達
で
言
う
『
犯
罪
を
犯
す
前
の
ス
ト
ッ
パ
ー
』
の
よ
う
な
モ

ノ
な
の
で
あ
る
。

半
分
青
紫
色
に
変
色
し
た
自
分
の
手
首
を
見
る
と
、
ま
る
で
今
の
自
分
自
身
の

情
け
な
い
姿
を
直
視
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
、
思
わ
ず
顔
を
下
に
伏
せ
た
。

今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
・
・
・
。



7

「
随
分
と
ブ
ザ
マ
な
姿
だ
な
・
・
・
」

突
然
、
私
の
丁
度
前
の
方
か
ら
、
か
な
り
幼
い
少
年
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

誰
な
の
か
は
、
顔
を
見
な
く
と
も
分
か
っ
て
い
る
・
・
・
。

「
や
れ
や
れ
・
・
・
。
名
探
偵
に
ま
で
そ
う
言
わ
れ
て
し
ま
う
と
は
・
・
・
、

情
け
な
い
で
す
ね
・
・
・
」

私
は
顔
を
下
に
向
け
た
ま
ま
、
力
無
く
返
事
を
返
し
た
。

彼
も
も
う
一
人
の
自
分
自
身
の
姿
と
し
て
、
こ
こ
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
も
、
彼
も
私
と
同
じ
く
例
外
の
存
在
で
あ
る
。

・
・
・
・
・

た
だ
し
、
私
と
は
全
く
違
う
場
所
に
い
た
の
で
、
会
話
を
す
る
事
は
滅
多
に
な

か
っ
た
。

唯
一
会
話
出
来
る
機
会
が
あ
る
の
は
、
彼
の
体
が
『
工
藤
新
一
』
に
一
時
的
に

戻
っ
て
、
再
び
こ
こ
に
閉
じ
込
め
ら
れ
に
来
た
時
と
、
解
毒
剤
の
効
き
目
が
切

れ
て
、
再
び
あ
の
幼
い
姿
に
戻
ら
さ
れ
る
時
の
２
回
だ
け
・
・
・
。

こ
こ
は
彼
ら
の
よ
う
に
、
一
度
出
さ
れ
る
者
と
入
れ
ら
れ
る
者
の
通
り
道
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
彼
が
こ
こ
に
戻
っ
て
き
た
時
に
は
、
よ
く
顔
を
合
わ
せ
て
い

た
。

だ
が
最
近
は
、
完
成
し
た
解
毒
剤
の
関
係
も
あ
っ
て
、
彼
は
私
と
同
じ
く
、
こ

こ
に
ず
っ
と
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。

そ
の
せ
い
で
、
ま
た
話
せ
る
機
会
が
減
っ
て
い
た
の
だ
。

い
や
・
・
・
。
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そ
の
前
に
、
話
す
機
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

す
ぐ
に
そ
ん
な
彼
が
こ
こ
に
い
る
事
を
疑
問
に
感
じ
た
私
は
、
顔
を
一
気
に
上

に
上
げ
た
。

そ
こ
に
は
、
体
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
全
て
の
枷
が
外
れ
、
一
時
的
に
自
由
に
な

っ
た
名
探
偵
が
い
た
。

ア
イ
ツ

「
ど
う
し
て
・
・
・
？
　
解
毒
剤
を
服
用
し
た
ん
で
す
か
ら
、
も
う
『
江
戸
川

コ
ナ
ン
』
の
体
に
は
・
・
・
」

「
そ
の
元
に
戻
っ
た
後
の
『
工
藤
新
一
』
が
、
自
分
の
過
去
の
姿
を
振
り
返
ら

な
い
と
決
め
た
ら
し
い
ん
だ
・
・
・
。
た
ぶ
ん
・
・
・
、
蘭
と
の
今
ま
で
通
り

の
生
活
を
取
り
戻
し
た
か
ら
、
も
う
俺
は
関
係
な
い
っ
て
事
だ
ろ
ー
な
・
・
・
」

半
分
寂
し
そ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
、
彼
は
私
と
同
じ
く
、
ほ
ぼ
青
痣
だ
ら
け
の

自
分
の
手
首
を
見
な
が
ら
言
っ
た
。

そ
ん
な
彼
に
対
し
て
、
私
は
何
も
言
え
な
か
っ
た
・
・
・
。

た
だ
た
だ
、
そ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
だ
け
・
・
・
。

と
、
そ
の
時
。

「
あ
っ
・
・
・
」

い
き
な
り
聞
こ
え
て
き
た
名
探
偵
の
声
に
、
私
は
半
分
下
ろ
し
掛
っ
て
い
た
顔

を
、
再
び
上
に
上
げ
る
。

そ
こ
で
私
の
視
界
に
写
っ
た
も
の
は
、
徐
々
に
透
き
通
っ
て
消
え
て
ゆ
く
名
探

バ
ル

ラ
イ

偵
の
姿
・
・
・
。
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「
名
探
偵
っ
！
！
」

ガ
チ
ャ
ッ
！

「
つ
ッ
・
・
・
！
」

と
っ
さ
に
彼
の
体
に
向
か
お
う
と
し
た
途
端
、
私
は
現
実
に
引
き
戻
さ
れ
た
。

自
分
の
両
手
や
両
足
に
付
け
ら
れ
て
い
た
枷
が
邪
魔
を
し
て
、
全
く
前
に
進
め

な
い
。

い
き
な
り
襲
っ
て
き
た
激
痛
に
顔
を
歪
ま
せ
な
が
ら
、
私
は
自
分
の
手
首
を
見

た
。

青
紫
色
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
手
首
か
ら
は
、
ド
ス
黒
い
血
が
流
れ
出
し
て
い
る
。

も
う
一
人
の
自
分
だ
と
い
う
の
に
、
血
が
流
れ
た
・
・
・
。

快
斗
が
い
た
ら
、
き
っ
と
苦
手
な
血
を
見
て
騒
い
で
い
た
だ
ろ
う
・
・
・
。

彼そ
の
性
格
が
多
少
移
っ
て
い
る
の
か
、
私
も
そ
の
血
を
見
た
く
な
く
て
、
徐
々

に
消
え
て
ゆ
く
名
探
偵
の
方
を
見
つ
め
た
。

本
当
の
自
分
が
私
達
を
忘
れ
る
と
い
う
事
は
、
こ
こ
に
い
る
も
う
一
人
の
自
分

・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

を
消
す
と
い
う
こ
と
・
・
・
。

最
初
に
覚
え
た
は
ず
の
事
な
の
に
、
気
が
動
転
し
て
忘
れ
て
い
た
。

「
何
も
・
・
・
、
感
じ
な
い
の
で
す
か
・
・
・
？
」

最
後
に
こ
れ
だ
け
、
ど
う
し
て
も
聞
き
た
か
っ
た
・
・
・
。
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だ
か
ら
、
彼
に
問
い
掛
け
た
。

自
分
も
い
ず
れ
、
彼
と
同
じ
道
に
進
む
定
め
に
あ
る
・
・
・
。

運
命

だ
か
ら
こ
そ
、
消
え
る
間
際
の
事
を
知
り
た
か
っ
た
の
だ
。

名
探
偵
は
そ
ん
な
私
の
問
い
掛
け
に
、
一
瞬
『
え
っ
？
』
と
い
う
表
情
を
浮
か

べ
る
と
、
そ
の
後
で
静
か
に
答
え
た
。

「
あ
あ
・
・
・
、
何
も
・
・
・
・
。
唯
一
感
じ
る
と
し
た
ら
・
・
・
『
寂
し
さ
』

か
な
・
・
・
？
」

そ
の
彼
の
意
外
な
答
え
に
、
今
度
は
私
の
方
が
『
え
っ
？
』
と
い
う
表
情
を
浮

か
べ
る
。

や
っ
と
こ
こ
か
ら
出
ら
れ
る
の
に
・
・
・
。

消
え
ら
れ
る
の
に
・
・
・
。

何
が
悲
し
い
・
・
・
？

・
・
・

何
が
寂
し
い
・
・
・
？

・
・
・

ワ
カ
ラ
ナ
イ
・
・
・
。

・
・
・
・
・

「
だ
っ
て
さ
・
・
・
。
考
え
て
み
ろ
よ
？
　
や
っ
と
元
の
体
に
戻
れ
た
ら
、
そ

の
途
端
・
・
・
。
も
う
一
人
の
自
分
の
存
在
を
、
自
分
の
記
憶
の
中
か
ら
消
す
・

・
・
。
悲
し
い
と
思
わ
な
い
の
か
・
・
・
？
　
ず
っ
と
、
そ
の
体
で
暮
ら
し
て

い
た
っ
て
い
う
の
に
・
・
・
。
生
き
て
い
た
っ
て
い
う
の
に
・
・
・
。
自
分
自

身
が
情
け
ね
ー
よ
・
・
・
」

「
名
探
偵
は
・
・
・
『
工
藤
新
一
』
に
自
分
の
事
を
忘
れ
去
ら
れ
る
の
が
・
・
・

、
も
の
凄
く
悲
し
い
ん
で
す
ね
・
・
・
」
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こ
っ
ち
は
早
く
、
忘
れ
去
ら
れ
た
い
と
い
う
の
に
・
・
・
。

私
が
そ
う
思
っ
て
い
る
と
、
名
探
偵
は
さ
ら
に
こ
ん
な
事
を
口
に
し
た
。

「
お
前
は
い
い
よ
・
・
・
。
忘
れ
ら
れ
る
事
が
な
く
て
・
・
・
」

「
な
・
・
・
、
何
言
っ
て
る
ん
で
す
か
！
？
　
名
探
偵
・
・
・
？
」

私
が
い
い
・
・
・
？

何
処
が
・
・
・
？

私
は
早
く
、
彼
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
・
・
・
。

「
な
あ
、
キ
ッ
ド
・
・
・
。
お
前
は
早
く
、
本
当
の
自
分
自
身
に
忘
れ
ら
れ
た

い
ん
だ
ろ
う
が
・
・
・
。
俺
は
そ
う
は
思
わ
ね
ー
よ
・
・
・
。
よ
く
言
う
だ
ろ

？
　
『
人
は
自
分
の
過
去
を
振
り
返
ら
な
い
』
っ
て
・
・
・
。
そ
の
時
の
記
憶

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

を
思
い
出
す
事
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
再
び
繰
り
返
そ
う
と
し
た
り
、
深
く
考

え
た
り
は
し
な
い
・
・
・
。
そ
れ
は
俺
達
か
ら
し
て
み
れ
ば
、
過
去
の
俺
達
は

す
ぐ
に
消
し
て
、
今
の
自
分
の
姿
を
中
心
に
動
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
・

・
・
。
つ
ま
り
・
・
・
、
す
ぐ
に
忘
れ
ら
れ
っ
ち
ま
う
ん
だ
よ
・
・
・
。
俺
達

の
事
は
・
・
・
」

「
名
探
偵
は
『
本
当
の
自
分
自
身
が
、
私
達
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
』
・
・
・
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

そ
う
言
い
た
い
の
で
す
か
？
」

私
が
苦
笑
い
を
浮
か
べ
な
が
ら
言
う
と
、
名
探
偵
は
は
っ
き
り
と
笑
わ
ず
に
、

そ
の
場
で
頷
い
た
。
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「
あ
あ
・
・
・
、
。
だ
け
ど
・
・
・
、
お
前
自
身
の
人
間
は
違
う
・
・
・
。
何

も
す
る
に
し
て
も
、
過
去
の
自
分
を
忘
れ
よ
う
と
は
し
な
い
・
・
・
。
本
当
に

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

正
し
い
の
は
・
・
・
、
そ
う
い
う
人
間
の
方
な
の
か
も
し
ん
ね
ー
な
・
・
・
」

私
は
そ
ん
な
名
探
偵
の
話
を
聞
い
て
、
思
わ
ず
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
た
。

本
当
は
訊
き
た
か
っ
た
・
・
・
。

『
そ
の
間
、
私
達
は
こ
の
状
態
の
ま
ま
な
の
か
』
と
・
・
・
。

『
自
分
に
忘
れ
去
ら
れ
る
事
は
、
一
生
な
い
の
か
』
と
・
・
・
。

『
そ
の
方
が
、
も
う
一
人
の
自
分
は
幸
せ
な
の
か
』
と
・
・
・
。

そ
れ
を
訊
く
前
に
、
名
探
偵
の
体
は
こ
の
場
所
か
ら
、
完
全
に
消
え
去
っ
て
し

ま
っ
た
。

こ
こ
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
間
、
何
か
し
ら
で
彼
と
話
を
し
て
は
い
た
が
、

も
う
そ
れ
も
出
来
な
い
・
・
・
。

も
う
完
全
に
、
私
は
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
名
探
偵
・
・
・
。
『
一
人
だ
け
』
と
い
う
の
も
、
結
構
寂
し
い
で
す
よ
・
・
・

・
・
・
・

）私
は
そ
う
胸
中
で
呟
く
と
、
何
も
な
い
天
井
を
見
上
げ
た
。

こ
こ
は
い
つ
も
夜
・
・
・
。

あ
る
種
の
考
え
で
は
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
暗
い
闇
だ
と
言
う
者
も
い
る
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
暗
い
夜
空
を
見
上
げ
な
が
ら
、
も
う
届
か
な
い
と
知
っ
て
い
る
彼
に
向

か
っ
て
、
私
は
呟
い
た
。
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「
あ
な
た
に
と
っ
て
、
私
は
必
要
な
存
在
だ
っ
た
の
で
す
か
・
・
・
？
　
許
せ

・
・
・
・
・
・
・
・

・

な
い
犯
罪
者
だ
っ
た
の
で
は
、
な
か
っ
た
の
で
す
か
・
・
・
？
」

私
の
呟
き
は
、
た
だ
の
独
り
言
に
過
ぎ
な
い
・
・
・
。

彼
に
は
絶
対
に
、
届
か
な
い
の
だ
か
ら
・
・
・
。

私
は
静
か
に
目
を
閉
じ
る
と
、
た
だ
口
だ
け
を
開
き
、
続
け
て
こ
う
呟
い
た
。

「
分
か
り
ま
し
た
・
・
・
。
あ
な
た
が
私
の
事
を
忘
れ
る
ま
で
・
・
・
、
私
は

こ
こ
で
生
き
る
と
し
ま
し
ょ
う
・
・
・
。
あ
な
た
の
中
に
い
る
・
・
・
、
も
う

一
人
の
自
分
と
し
て
・
・
・
」

そ
れ
だ
け
を
言
う
と
、
白
い
怪
盗
は
顔
を
下
に
向
け
、
そ
れ
っ
き
り
動
か
な
く

な
っ
た
・
・
・
。

自
分
の
足
元
を
少
し
ず
つ
、
瞳
か
ら
流
れ
る
モ
ノ
で
濡
ら
し
な
が
ら
・
・
・
。

そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
数
日
後
・
・
・
。

彼
の
体
も
ま
た
、
あ
の
小
さ
な
名
探
偵
の
よ
う
に
消
え
て
い
っ
た
。

心
無
し
か
・
・
・
、
彼
が
消
え
る
間
際
に
感
じ
た
の
は
、
忘
れ
ら
れ
る
と
い
う

・
・
・
・
・

『
寂
し
さ
』
だ
っ
た
・
・
・
。
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（
後
書
き
）

ど
ー
も
★
　
Ｋ
Ｉ
Ｄ
で
す
！
！

今
回
は
二
回
目
の
短
編
小
説
に
な
り
ま
す
。

で
す
が
、
最
初
に
書
い
た
『
僕
の
名
前
の
ヒ
ミ
ツ
』
よ
り
は
、
か
な
り
暗
い
話

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

が
・
・
・
、
見
て
く
だ
さ
る
だ
け
光
栄
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
長
編
の
方
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
ー
す
！
！



15

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

もう一人の自分
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